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うことを申し上げて昔の話しをすることをお許しいただきたい．   
私とカオスとの接触は神経方程式を通じてである．実は接触することなくすれ違ったという  
べきかも知れない．上田先生の生の悪戦苦闘する様子（研究の意味でも，また周囲の目に対し  
ても）を目の当りにしていても私にはその真価を感知する感性がなかったことは残念である．   
その意味で私の話はカオスを目標としたものではなく，私の周辺で起こった神経方程式に関  
連する研究の私史ということになる．   
2．はじめにHodgkin－Huxley方程式ありき   
ここに述べることは，ほんの1部の実験の他はすべてHodgkin－Ⅱudey方程式（以下H－H方  
















をFitzH11gb－Nag11mOモデルと呼ぶ人が多い．   
この後の研究は2つの方向に分れた．一つは神経細胞の応答特性を調べるための常微分方程  
式の研究であり，もう一つは伝播特性を調べるための偏微分方程式の研究である．  


























カオスが生じるパラメータ（入力値）があることを示した．   
また，BvPモデルに関するカントール関数特性は％sl血awa，Osada＆＝Nag－1mOによって  
1982年に示された［町 これはBvPモデルの1つのパラメータを無限小に近づけたsing血r  
perturbationの極限として非線形1次微分方程式に帰着させるもので，このsingularpert血bation  













－20－   
また，合原は，ⅣagⅦ皿0＆Satoの扱ったCaia山elloの神経方程式において開催関数特性をシグ  
モイド関数とすることによってカオスの出現を容易に制御できるモデルを提案し（1990）【11】，  






を漸近波形とよぷことにする）をどのようにして証明するかである．   
この間題はFit乞HⅦgIトNag－1mO方程式に関する混同問題（初期値一境界値問題）に対する数値  
計算でまず示された［外そもそもFit戎hgh－Nagu皿0方程式は神経軸索を電子回路的にシミュ  




























inclinationflipあるいはorbit－Aipを通じてカオスに至るプロセスが解析された【21］，【22］・   
以上長々と伝播の問題を述べて来たのはつぎの理由による．最近，寺田は備に関するH－H方  













側面をたまたま利用していたことが分ったりして口惜しく思うことがしばしばあった．   
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